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１．はじめに 

 本研究では，「生きる力」すなわち「問題解決能力

の育成」を目的として，新学習指導要領に対応したカ

リキュラムの設計と教材開発を行う。「エネルギー変

換に関する技術」「材料と加工に関する技術」「情報

に関する技術」の３つの新内容が横断的に関連するカ

リキュラムを設計する。具体的には，「自律型お掃除

ロボットの製作」を取り上げる。図１に示す「ものづ

くりにおける問題解決的な学習の流れ」の中で，生活

の中での体験や経験及び技術・家庭科での既習事項，

他教科での既習事項を生かして自己課題を形成し，設 

計・製作において「学びを高める」ための手だてを行

う。製作された作品は，発表会により新たな問題が発

見され，それをよりよく改善・改良することにより問 

題解決能力を高めさせる。これらの学習したことを積

極的に生活に生かすことにより「生活する力」の向上

を図ることがねらいである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．研究の内容 

(1) 横断的カリキュラムの設計 

図２に示すように，横断的カリキュラムの指導計画

は 25 時間扱いであり，第１学年でⅠ（①～⑤）の 12

時間を行う。主に「エネルギー変換の技術」と「情報

に関する技術」の計測・制御の内容を取り上げ，自律

型ロボットの基本プログラムを中心に学習する。そし

て，第２学年でⅡ（⑥～⑪）の13時間を行い，お掃除

ロボットの掃除部分（動力部分）の製作とプログラミ

ングを学習し，実際に目的に合わせたお掃除ができる

ようにさせる。Ⅰ・Ⅱを連続して行う利点は，基礎か

ら発展へと学習を深めることができ，直接生活に結び

つけた学習が体験できることである。 

(2) ロボット教材の開発と指導方法（授業展開） 

 ロボット教材は，ＪＲＴ社のＲＤＳ－Ｘ０１を使用

した。この教材は比較的製作し易く，制御するプログ

ラムは短時間で習得することのできる優れた教材であ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関東をもっと好きになる！  技術分野の実践例・授業提案  

計測・制御を通して育てたい力 
～横断的内容のカリキュラムと教材開発，指導方法の提案～ 

学習指導要領が改訂され，「材料と加工に関する技術」「エネルギー変換に関する技術」「生物育成に

関する技術」「情報に関する技術」の４つの内容となった。授業時数は変更されないことから，押さえ

るべき指導事項を着実に身に付けさせるには，より効果的・効率的な学習指導が要求される。そのため

本研究では，「情報に関する技術」の計測・制御を中心とした，他の内容との横断的なカリキュラムの

設計と教材開発，指導方法を提案する。具体的には，「自律型お掃除ロボットの製作」を取り上げ，「生

きる力」を育成することを目的とし，「学びを高め，生活する力の育成」を図る実践報告をする。 
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る。図２に示したⅠの指導計画における授業展開の一

例と基本ロボットの外観・タッチセンサーを用いたプ

ログラムの例を図３に示す。また，Ⅱの指導計画にお

ける製作場面（図４），自律型お掃除ロボットの設計図

の例（図５），実際に製作された自律型お掃除ロボット

の作品例（図６・図７）を示す。図７の作品例では，

リンク機構を用いてお掃除させるロボットも製作され

た。指導案の展開では，「学びを高める手だて」を意図

的に仕組み，評価基準に対して努力を要する生徒の指

導の手だてを行うように設計した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２ 指導計画と新学習指導要領の指導事項との関連 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ ロボット教材を用いた指導案の展開例とプログラム例 

 

 

 

 

 

図４ 生徒の活動の様子   図５ お掃除ロボットの設計図 

 

 

 

(3)生徒の変容 

  

図６ お掃除ロボットの作品例  図７ お掃除ロボットの作品例 

自律型お掃除ロボットの製作を通して，「機械系が

得意になった」「科学技術に関心を持つようになった」

「お掃除に興味を持つようになった」「日頃の生活に

関心を持つようになった」「もっと改良したい」等の

意図した感想が出てきた。 

３．まとめ 

  効率的・効果的に「生徒の学びを高め，生活する力

を伸ばす」には横断的な内容のカリキュラムと教材開

発，指導方法の検討は重要である。特に，ロボット教

材は問題解決能力及び，心の教育を育成するには適し

た教材であり，今回取り上げた「自律型お掃除ロボッ

トの製作」は生活との直接的な関連を持たせた題材で

あり，「学びを高め，生活する力を伸ばす」には効果

的な題材であるといえる。 

埼玉県 
２ 

 
１）『第45回関東甲信越地区中学校技術・家庭科研究大会 埼玉大会「研究の手引き」』 
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